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▲山本会長

　

自
治
連
で
は
、
昨
年
11
月
７
日
、
三

市
（
海
老
名
・
白
石
・
登
別
）
で
の
民

間
協
定
を
締
結
し
た
。
三
市
に
ま
た
が

る
自
治
組
織
の
協
定
は
全
国
で
も
初
め

て
と
の
こ
と
。
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
新
し
い
形
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

白
石
市
・
登
別
市
・
海
老
名
市
は
、

昭
和
58
年
に
白
石
市
と
登
別
市
が
、
平

成
６
年
に
白
石
市
と
海
老
名
市
が
姉
妹

都
市
と
な
っ
て
以
降
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を

深
め
、
平
成
23
年
に
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
交
流
宣
言
書
」
に
よ
り
三
市
に
よ
る

交
流
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
登
別
市
と
海
老

名
市
が
姉
妹
都
市
と
な
り
、
ま
さ
に
三

市
が
家
族
同
様
の
関
係
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
11
月
７
日
（
土
）
に

協
定
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
目
的

と
し
て
は
、
三
市
の
交
流
を
地
域
住
民

の
代
表
で
も
あ
る
自
治
会
及
び
町
内
会

に
も
深
め
、
大
規
模
災
害
等
の
発
生
時

に
お
け
る
民
間
レ
ベ
ル
支
援
の
円
滑
化

や
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
問
題
に
対

す
る
情
報
交
換
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、

相
互
の
連
携
・
協
力
関
係
を
構
築
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
の
契
機
は
、
平
成

26
年
11
月
に
白
石
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
20
周
年
記
念
式
典
を
行
っ
た
際
に
、

当
該
三
市
の
自
治
会
等
も
参
加
し
、
相

互
支
援
の
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い

旨
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。

　

各
団
体
と
も
、
そ
の
地
域
特
有
の
課

題
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
地
元
の
地
域
活

動
に
お
い
て
も
、
一
人
で
課
題
解
決
を

図
ろ
う
と
し
て
も
、
中
々
解
決
し
ま
せ

ん
。
地
域
の
枠
を
超
え
、
共
助
の
精
神

で
、
皆
で
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
今
ま
で
解
決
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
解
決
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

敬
老
の
集
い
や
地
域
の
お
祭
り
等
で
、

海
老
名
の
自
治
会
で
も
広
域
的
な
連
携

を
し
、
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自

治
会
活
動
も
活
発
に
な
り
、
地
域
が
活

気
づ
い
て
い
る
の
を
実
感
し
て
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
に
お
い
て
も
、
各
市
の

自
治
会
連
絡
協
議
会
の
組
織
形
態
は

様
々
で
す
。
自
治
会
数
は
海
老
名
市
が

59
、
白
石
市
が
１
１
３
、
登
別
市
が
95

で
す
。　
　

　

ま
た
、
自
治
会
加
入
率
、
加
入
世

帯
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４

月
現
在
で
海
老
名
市
が
73
・
１
％
、

３
８
７
５
２
世
帯
、
白
石
市
が
82
・

３
％
、
１
４
０
２
３
世
帯
、
登
別
市
が

71
・
２
％
、
１
７
７
７
０
世
帯
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
、
組

織
形
態
等
が
異
な
る
三
者
が
交
流
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
意
見
交
換
が

行
え
、
今
ま
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
課

題
等
を
改
善
・
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
で
も
民
間
団
体
が
遠
隔
地
の
団

体
と
広
域
な
協
定
締
結
を
行
う
こ
と
は

極
め
て
珍
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
輪
番

制
で
各
市
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
時
に
、
訪
問
し
交
流
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

繋
が
り
を
持
て
た
遠
方
の
三
団
体
の

「
絆
」
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
定
期
的

に
交
流
を
図
り
、
そ
の
関
係
性
を
強
固

な
も
の
と
し
て
、
発
災
時
等
の
緊
急
事

態
で
も
助
け
合
え
る
共
助
の
精
神
を
お

互
い
が
持
ち
、
本
当
の
「
家
族
」
の
よ

う
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ

と

り

ご

と

民
間
協
定
で
思
う
こ
と

民
間
協
定
で
思
う
こ
と

　

本
年
度
の
活
動
報
告
（
既
報
）
で
、

三
市
（
海
老
名
・
白
石
・
登
別
）
の

民
間
協
定
と
い
う
画
期
的
な
報
告
が

あ
っ
た
。
素
直
に
喜
び
た
い
。

　

白
石
・
登
別
と
い
ず
れ
も
広
域
と

い
う
範
囲
と
な
る
が
、
思
え
ば
両
市

か
ら
の
在
住
者
も
当
市
に
は
多
数
い

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

両
市
の
出
身
者
に
と
っ
て
は
、
こ

の
民
間
協
定
は
身
近
に
お
き
た
大
き

な
出
来
事
と
映
っ
た
も
の
と
思
料
す

る
。
ふ
る
さ
と
海
老
名
を
誇
り
と
し
、

生
活
圏
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

協
定
基
本
は
、
災
害
時
等
の
相
互

連
携
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
起
こ
っ

た
時
の
、
行
き
や
す
い
親
戚
づ
き
あ

い
先
が
二
か
所
加
わ
っ
た
と
考
え
た

い
。

　

日
頃
の
活
動
は
、
広
域
と
い
う
面

で
の
ハ
ン
デ
ィ
（
移
動
・
資
金
・
時

間
ｅ
ｔ
ｃ
）
も
あ
る
が
、
文
化
や
地

域
活
動
等
、
い
ろ
ん
な
面
で
地
域
に

根
づ
い
た
、
特
徴
を
持
っ
た
両
市
と

の
交
流
が
今
後
図
ら
れ
る
と
い
う
事

は
、
双
方
に
と
っ
て
得
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
広
域
で
の
地
域
連
携
で
思
う

こ
と
は
、
先
ず
身
近
に
あ
る
当
市
59

自
治
会
も
、
こ
の
こ
と
を
機
会
に
、

オ
ー
ル
海
老
名
と
し
て
、
地
元
で
の

結
束
・
助
け
合
い
を
含
め
相
互
連
携

を
更
に
密
に
し
、
他
市
に
誇
れ
る
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
自
治
連
の
構
築
に

労
を
尽
く
さ
ね
ば
と
思
う
次
第
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
連
絡
協
議
会
理
事　
　
　

栗
山　

明
郎　

平成 28年３月１日　第 43 号
編集・発行・海老名市自治会連絡協議会広報部会
責 　任 　者・海 老 名 市 自 治 会 連 絡 協 議 会
　　　　　　　会　長　　山 本 　 准

〒 243-0492　海老名市勝瀨 175 番地の１
　　　　　　　　　　　　　　☎ 235－4793

人　口　男：　65,103 人　世帯数：53,521
　　　　女：　64,765 人
　　　　計：　129,868 人　（平成 28 年２月１日現在）

　標示のように、念願で
あった当協議会のロゴが
10月９日の第３回全体会
で行われた投票により、決
定されました。
　ロゴのコンセプトとして
は、海老名市のイニシャル
「e」「b」「i」を人々の
暮らす建物に見立て、空に
は太陽、下部には地域のつ
ながりを表す大地を配置し
ました。別の見方としては
太陽の部分が人の頭、緑の
部分が体で片足を立てて海
老名市の「e」を支えてい
るようにもイメージしてあ
ります。また背景には海老
名市の花である「皐月（サ
ツキ）」を用いております。
　自治連の象徴として、今
後様々な場所での活用を
図ってまいりたいと思って
います。

自治連
“ ロゴ ” 決定

相
互
連
携
・
協
力
を
推
進
!!

 

海
老
名
・
白
石
・
登
別
の
三
市
自
治
連
協
定

海老名市・白石市・登別市における

自治会等の相互連携・協力に関する協定書

　海老名市自治会連絡協議会（以下「甲」という。）、白石市自治会連合会（以下「乙」という。）及び登別市連合町内
会（以下「丙」という。）は、相互の連携及び協力を図り、次に掲げる目的を推進するために、協定を締結する。
（目的）
第１条　この協定は、より良い地域づくりの実現のため、各自治会等における組織強化、自治会活動の活性化及び災害時
　における協力に関して、甲、乙及び丙が相互に連携・協力関係を構築し、地域社会の発展に資することを目的とする。
　　（連携・協力事項）
第２条　甲、乙及び丙は前条の目的を達成するため、次の事項について、情報交換等を行い、連携・協力する。
（１） 自治会活動における諸問題の解決、改善に関すること。
（２） 地域活動の発展、活性化に関すること。
（３） 災害時等における支援に関すること。
（４） その他、より良い地域づくりを推進する事項に関すること。
（費用負担）
第３条　前条の規定により、連携協力に関する経費については、その都度、甲、乙及び丙協議のうえ、決定する。
　（有効期間）
第４条　この協定書の有効期間は、協定締結日から翌年３月31日までとする。ただし、この協定書の有効期間満了の１月
　前までに、甲、乙、丙のいずれからも改廃の申し入れがない場合は、さらに１年間更新するものとし、その後も同様と
　する。
（その他）
第５条　この協定書に定めのない事項及び内容を変更する必要が生じたときは、甲、乙及び丙が協議し、定めるものとする。
附　則
１　本協定は、協定締結日から効力を発する。
２　この協定の締結を証するため、本書３通を作成し、甲、乙及び丙が署名押印の上、各自１通を保有するものとする。

　　平成27年11月７日
　　　　　　　　　　　甲　神奈川県海老名市　海老名市自治会連絡協議会　　会長　

　　　　　　　　　　　乙　宮城県白石市　　　白石市自治会連合会　　　　　会長　
　　　　　

　　　　　　　　　　　丙　北海道登別市　　　登別市連合町内会　　　　　　会長　
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文化活動の拠点

海老名市文化会館

海老名市民ギャラリー
お問合せ

詳しくは

（代表）

http://ebican.jp

046-232-3231

つながる 広がる さがみの笑顔

海老名支店

柏ヶ谷支店

海老名営農経済センター

海老名グリーンセンター

http://ja-sagami.or.jp/

238-4126
234-0080

231-1771
232-2711

有馬支店

海西支店

238-4138
232-2042

　▲三市役員のみなさんと記念撮影 　▲会議風景

　今年度は、５部会を設置し、59自治会長全ての方が部会に参加し、取
り組んでまいりました。
　各部会の代表的な活動状況（主旨）を報告します。

【総務部会】春夏研修として北高齢者施設への視察、秋冬研修として「個
人情報の取り扱いについて」の自治連主催講演会の開催や宮城県白石市、
北海道登別市の自治会組織との相互連携協力に関する協定の締結や、座間
市、綾瀬市の自治会組織との情報交換会の実施、その他にも自治連ロゴの
決定、広報掲示板の在りかた等について検討を行いました。
【広報部会】
（広報ＰＲ班）えびな市民まつりへ参加し、自治連ブースを設け、自治会
紹介パネルの展示等を行い、1,590名の方々にご参加いただきました。
　また、自治会加入促進の調査・研究をテーマとし、加入促進強化月間を
11月に設け、全自治会のご協力のもと、未加入世帯へ訪問し、加入のお願い
を行い、併せて市役所１階フリースペースにて11月24日から27日の４日
間、加入促進キャンペーンを実施。転入者を中心に来庁された方々にお声
がけやアンケート調査を実施し、広く自治会加入促進を呼びかけました。
（自治連だより班）自治連や地域の活動を多くの方々に知っていただくこ
とを目的に自治連だよりの作成を行っております。作成にあたり市内企業
の訪問を行い、24社からご協賛をいただくことができました。また印刷
会社と校正等について打ち合せを行い、第43号の発行については平成28
年３月に発行しました。
【福祉部会】民生児童委員の選出、高齢者ふれあい事業の在り方について
市所管課の高齢介護課と協議しました。その中で高齢者ふれあい事業の検
討においては活用例等を多く記載した手引書を作成し、高齢者ふれあい事
業を実施しやすいよう整理しました。
【防災部会】防災意識の向上およびマンション自治会への防災備蓄倉庫の
設置及び地区防災計画等に向け、10月28日に市と防災協定を締結しまし
た。
【防犯部会】海老名警察署生活安全課と犯罪件数1,000件を切るために防
犯に関する意見交換を実施しました。その中の活動の一つとして、振り込
め詐欺対策として迷惑電話チェッカーの無料モニターの実施や、万引き防
止キャンペーンを実施しました。

５部会の活動報告５部会の活動報告

～ 着 実 に 成 果 ～～ 着 実 に 成 果 ～

自治連組織における部会組織図

広 報 部 会
広報ＰＲ班

広 報 部 会
自治連だより班

福 祉 部 会

防 災 部 会

防 犯 部 会

正副会長会議 役 員 会 全体会議

総務部会

事 務 局

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
身
近
な

自
治
会
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
つ
つ
も

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
や
、
高
齢
化
に
伴
う

自
治
会
加
入
率
低
下
は
、
今
や
全
国
的

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
治
連
で
は
近
隣

市（
座
間
・
綾
瀬
）と
の
情
報
交
換
を
通

じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
途
に
、
今

後
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
三
市
で
話
し
合
い
を
行
い
な
が

ら
、
共
通
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
自
治
連　
　
　
　

各
自
治
連　
　
　
　

　

情
報
交
換
会
開
催

　

情
報
交
換
会
開
催

社
家
自
治
会
会
長　
　

社
家
自
治
会
会
長　
　

坂
巻　

民
夫

坂
巻　

民
夫

海老名・座間・綾瀬海老名・座間・綾瀬

　

本
郷
自
治
会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

地
区
に
新
規
、
進
出
さ
れ
る
事
業
所
様

に
「
事
業
所
会
員
」
と
し
て
の
加
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、
事
業

所
と
地
域
の
相
互
の
発
展
を
願
う
も
の

で
あ
り
、
住
民
と
の
「
和
」
「
信
頼
関

係
」
の
構
築
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本

郷
地
区
は
、
田
園
風
景
が
満
喫
で
き
、

自
然
と
共
存
す
る
中
で
文
化
を
育
ん
で

来
ま
し
た
。
自
然
を
大
切
に
し
て
頂
き
、

末
永
く
良
き
事
業
所
と
し
て
発
展
し
て

頂
き
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
現
在
、
86
の
事
業
所
様
が
、

こ
の
趣
旨
及
び
自
治
会
活
動
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
自
治
会
諸
活
動
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
各

事
業
所
様
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
例

年
６
月
上
旬
に
「
事
業
所
と
の
懇
親

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
懇
親

会
で
は
、
自
治
会
役
員
と
事
業
所
の

方
々
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
築

か
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
常
、
顔
を

合
わ
せ
る
事
の
無
い
事
業
所
間
の
交
流

の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１

月
の
中
旬
に
は
自
治
会
関
連
団
体
の

方
々
と
共
に
「
本
郷
荘
」
に
お
い
て
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場

に
な
る
「
本
郷
荘
」
は
海
老
名
の
方
々

は
勿
論
の
こ
と
、
綾
瀬
市
・
座
間
市
か

ら
多
く
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
新
宿
町
内
会
で
は
、
対
策
協
議

会
の
方
々
と
共
に
本
年
度
も
３
５
０
０

鉢
の
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
、
来
場
者
を
お

迎
え
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
治
会

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、
８
月
上

旬
に
開
催
す
る
「
夏
祭
り
」
で
す
。

　

夏
祭
り
は
自
治
会
が
主
催
し
、
関
連

団
体
一
致
協
力
の
も
と
本
郷
神
社
の
境

内
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
か
ら
始

ま
り
「
三
町
内
の
囃
子
共
演
」
な
ど
、

様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
イ
ン

は
盆
踊
り
に
な
り
ま
す
。
六
町
内
の
踊

り
子
さ
ん
が
華
や
か
な
踊
り
を
披
露
し

て
く
れ
、
櫓
の
上
の
若
者
の
撥
裁
き
も

そ
れ
に
応
え
ま
す
。
そ
し
て
踊
り
の
休

憩
時
間
に
は
御
神
輿
と
三
町
内
の
お
囃

子
が
夏
祭
り
を
更
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
「
神
輿
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
時
間
で

す
。
三
町
内
の
子
ど
も
達
の
お
囃
子

（
上
町
・
新
宿
・
下
河
内
）が
神
輿
に
合
わ

せ
て
力
強
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
る

中
、
夏
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

本
郷
は
今
後
、
益
々
発
展
す
る
地
域
で

す
。
隣
近
所
の
交
流
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
自
治
会
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
戴
き
、
更
に
住
み
よ
い
安
全
・
安

心
な
町
と
な
る
よ
う
皆
さ
ん
と
共
に

作
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
様
々
な
交
流
活
動
を
通
し
て
地
域
の
発
展
へ
～

～
様
々
な
交
流
活
動
を
通
し
て
地
域
の
発
展
へ
～

本
郷
自
治
会
会
長

本
郷
自
治
会
会
長　　

鴨
志
田　

衛

鴨
志
田　

衛



平成 28 年３月１日 （3）自 治 連 だ よ り第 43 号

046－238－0572ＴＥＬ.

遊んだ子どもが、
一等賞！

相模みのり幼稚園相模みのり幼稚園
学校法人 古郡学園

海老名市本郷 3286〒243－0417

http://www.minori.ed.jp

季節のブーケ

卒園・卒業のお祝い花束
　門出のフラワーギフト
　　ご注文承ります！！

そうてつローゼン杉久保店お隣り
ご予算等々・・
お気軽にご相談ください！！
配達承ります。

花壇用草花・和洋鉢花・ガーデニング用品
季節の花束・アレンジメント

慶弔生花　各種取り揃え

Flower&Green
AM10:00－PM7:00

木曜定休日

杉久保店 TEL046（259）9535
海老名市杉久保北4－3－12

　▲建替後の浜田自治会館　▲会員のみなさん

使
い
勝
手
の
よ
い
自
治
会
館
完
成

使
い
勝
手
の
よ
い
自
治
会
館
完
成

浜
田
自
治
会
会
長

浜
田
自
治
会
会
長　　

市
橋　

輝
朗

市
橋　

輝
朗

○
再
建
の
背
景
！

　

雨
漏
れ
が
ひ
ど
く
、
そ
の
都
度
施
工

業
者
に
修
理
依
頼
し
て
も
完
修
せ
ず
、

自
治
会
活
動
に
支
障
を
き
た
す
様
に

な
っ
て
来
た
こ
と
、
ま
た
地
域
の
高
齢

化
が
進
み
も
っ
と
使
い
勝
手
の
良
い
地

域
の
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
出

来
る
会
館
に
し
た
方
が
良
い
、
と
の
提

案
が
平
成
25
年
６
月
の
自
治
会
役
員
会

で
決
議
。
再
建
準
備
委
員
会
を
設
け
、

再
建
の
基
本
構
想
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
の

検
討
を
行
い
（
検
討
会
の
ほ
か
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
各
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
の
意

見
、
子
供
会
・
老
人
会
の
意
見
等
広
く

要
望
、
提
案
、
意
見
を
収
集
）
平
成
26

年
４
月
の
定
時
総
会
に
基
本
構
想
を
提

案
し
た
。
建
替
え
の
方
向
で
進
め
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
た
が
、
設
計
と
建
設
の

資
金
計
画
が
実
現
可
能
な
目
途
が
付
き

次
第
改
め
て
説
明
会
を
開
催
し
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
最
終
設
計
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
を
決
め

　

る
に
あ
た
っ
て
、
設
計
者
を
コ
ン
ペ

　

で
公
募
！

　

会
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
〝
機
能
的

で
使
い
勝
手
の
良
い
会
館
〟
を
テ
ー
マ

に
、
狭
い
な
が
ら
も
多
目
的
に
使
え
る

よ
う
に
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活

動
・
健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
や
ゲ
ー

ム
・
体
操
・
卓
球
等
、
ま
た
気
軽
に
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報
交
換
や
困
り
事

の
相
談
等
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
活

用
出
来
る
会
館
を
作
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
改
め
て
、
建
設
委
員
会
を
設
け
、

建
物
の
概
要
（
間
取
り
、
収
容
人
数
、

収
納
等
々
）
と
資
金
計
画
を
詰
め
、
ほ

ぼ
資
金
調
達
の
可
能
な
範
囲
で
建
物
が

出
来
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

更
に
具
体
的
に
詰
め
る
為
、
専
門
家

の
知
識
・
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
方

が
良
い
と
の
意
見
か
ら
、
今
回
県
建
築

士
事
務
所
協
会
及
び
県
木
材
業
協
同
組

合
連
合
会
に
よ
る
設
計
者
選
定
コ
ン
ペ

で
あ
る
「
住
・
緑
・
家
（
す
み
か
）
」

を
活
用
し
基
本
構
想
や
要
望
・
資
金
計

画
等
条
件
を
提
示
し
コ
ン
ペ
で
公
募
を

行
っ
た
結
果
21
社
の
応
募
が
あ
っ
た
。

最
終
３
社
に
絞
り
込
み
、
３
社
の
面
談

を
行
い
建
設
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、

当
方
の
意
図
す
る
内
容
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
プ
ラ
ン
が
良
く
練
ら
れ
て
い
て
熱

意
が
あ
り
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
円

滑
に
プ
ラ
ン
が
遂
行
出
来
る
と
判
断
し

決
定
し
た
。

　

更
に
補
助
金
申
請
の
為
、
設
計
者
を

交
え
詳
細
に
わ
た
る
詰
め
を
行
い
、
最

終
設
計
図
と
建
築
見
積
書
に
つ
い
て
平

成
26
年
９
月
に
申
請
手
続
き
を
終
え
た

こ
と
か
ら
、
改
め
て
再
建
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
臨
時
総
会
を
開
き
報
告

し
同
意
を
得
た
。

○
施
工
業
者
の
選
定
と
工
事
日
程
の
詰

　

め
！

　

設
計
者
を
交
え
施
工
業
者
の
選
定
に

つ
い
て
検
討
し
、
年
内
に
設
計
者
選
定

と
同
様
に
条
件
（
設
計
図
・
仕
様
・
建

設
資
金
等
）
を
提
示
し
コ
ン
ペ
に
か
け
、

公
募
し
た
結
果
３
社
の
応
募
が
あ
り
、

各
社
を
訪
問
し
て
面
接
、
信
用
状
況
等

確
認
し
、
建
設
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、

地
元
業
者
（
株
式
会
社
ひ
ら
木
）
に
決

定
し
た
。

　

設
計
・
施
工
業
者
が
決
定
し
た
こ
と

に
よ
り
建
築
の
材
料
、
仕
様
、
内
容
に

つ
い
て
詳
細
の
詰
め
を
行
い
具
体
的
工

事
日
程
を
詰
め
、
平
成
27
年
５
月
10
日

か
ら
解
体
を
始
め
、
６
月
に
地
鎮
祭
、

７
月
に
上
棟
式
、
10
月
30
日
完
成
（
引

渡
し
）
を
工
期
と
す
る
こ
と
で
決
定
し

た
。

　

再
建
案
の
決
定
か
ら
足
掛
け
３
年
、

再
建
準
備
委
員
会
か
ら
始
ま
り
建
設
委

員
会
へ
と
長
期
に
わ
た
り
十
数
回
の
検

討
・
協
議
を
重
ね
、
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
は
大
変
な
苦
労
を
お
掛
け
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
住
・
緑
・
家
（
す
み

か
）
」
の
コ
ン
ペ
に
応
募
し
て
頂
い
た
、

優
秀
な
設
計
者
（
株
式
会
社
Ｒ
Ａ
Ｎ
企

画
）
施
工
業
者
（
株
式
会
社
ひ
ら
木
）

の
ご
協
力
に
よ
り
機
能
的
で
使
い
勝
手

の
良
い
会
館
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
み
ん
な
が
楽
し
く
活
用
し
て

も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
15
自
治
会
は

旧
国
分
地
域
を
中
心
に
、
国
分
北
・
南
、

中
央
、
勝
瀬
、
望
地
が
集
ま
り
、
古
来

よ
り
海
老
名
の
中
心
地
と
し
て
、
歴
史

と
商
業
が
融
合
し
た
土
地
柄
で
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
私
の
住
む
国
分
北

一
丁
目
北
自
治
会
は
、
並
木
橋
を
渡
り
、

熊
切
商
店
か
ら
国
道
２
４
６
号
線
の

「
国
分
」
の
手
前
ま
で
西
は
Ｊ
Ｒ
相
模

線
、
東
は
小
田
急
線
ま
で
の
間
に
位
置

し
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
日
常
）

・
防
犯
、
防
災
、
子
供
会
活
動
他

（
イ
ベ
ン
ト
）

・
夏
祭
り
、
敬
老
の
集
い
、
ラ
ジ
オ
体

　

操
、
ど
ん
ど
焼
き
他

　

私
た
ち
の
活
動
テ
ー
マ
は
昔
な
が
ら

の
良
さ
で
あ
り
近
所
が
支
え
あ
う
「
お

互
い
様
、
誰
で
も
取
り
組
め
る
自
治
会

活
動
」
で
す
。
こ
の
お
互
い
様
の
点
で

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
に
固
執
せ

ず
、
積
極
的
に
近
隣
自
治
会
と
手
を
携

え
課
題
解
決
や
合
同
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

合
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
「
子
ど

も
達
の
故
郷
づ
く
り
」
と
「
歴
史
あ
る

土
地
と
ふ
れ
あ
う
」
を
目
的
と
し
て
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
15
自
治
会
が
一
緒
に
な
り
、

相
模
国
分
寺
史
跡
跡
地
（
国
分
南
）
に

て
、
８
月
の
最
後
に
大
規
模
な
盆
踊
り

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
で
は
高
齢

化
の
余
波
を
受
け
、
単
一
自
治
会
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
も
厳
し
い
と
耳
に
し
ま

す
が
、
近
隣
自
治
会
と
手
を
携
え
古
き

良
き
日
本
の
伝
統
風
習
も
大
切
に
育
て

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
海
老
名
は
現

在
、
大
き
く
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
私

の
地
域
周
辺
で
は
「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
の

オ
ー
プ
ン
な
ど
話
題
に
こ
と
か
き
ま
せ

ん
。
当
初
は
こ
れ
ら
に
伴
う
渋
滞
や
通

学
路
の
安
全
確
保
な
ど
大
き
な
不
安
も

感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
市

の
ご
尽
力
に
よ
り
当
初
想
定
し
て
い
た

大
き
な
不
安
は
和
ら
ぎ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
よ
り
地
域
の
安
全
安
心
に
繋
が

る
よ
う
、
当
自
治
会
を
始
め
近
隣
自
治

会
並
び
に
海
老
名
市
と
手
を
携
え
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

顔
と
名
前
が
わ
か
る
ま
ち
づ
く
り

顔
と
名
前
が
わ
か
る
ま
ち
づ
く
り

国
分
北
一
丁
目
北
自
治
会
会
長

国
分
北
一
丁
目
北
自
治
会
会
長　　

中
島　

勲

中
島　

勲
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想いを大切にしたご葬儀の
お手伝いをいたします。

よ い さ い じ ょ う

0120-41-3140
もしもの時、各種お問合せは

自治会割引適用あり
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受付中

介護付有料老人ホーム

ライフコサージュ海老名
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　▲海老名市、白石市、登別市の三市自治連協定　11月７日

　▲丹野祐子氏　▲運動会綱引きの様子

　

我
が
街
は
、
海
老
名
駅
北
東
１
㎞

に
、
東
は
千
手
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る

清
水
寺
相
模
横
山
、
相
模
線
、
小
田
急

線
、
国
道
２
４
６
号
線
に
囲
ま
れ
た
中

に
１
７
０
０
坪
の
国
分
尼
寺
跡
地
と
国

分
尼
寺
休
憩
所
が
あ
り
生
活
環
境
に
恵

ま
れ
た
所
で
す
。
こ
の
跡
地
を
利
用
し
、

会
員
相
互
の
連
携
・
協
調
交
流
親
睦
を

図
る
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
は
尼

寺
跡
地
草
刈
清
掃
、
夏
は
自
主
防
災
訓

練
と
ラ
ジ
オ
体
操
、
秋
は
運
動
会
と
県

立
厚
木
防
災
セ
ン
タ
ー
・
冬
は
お
飾
り

作
り
、
ど
ん
ど
焼
き
を
、
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
に
防
災
減
災

対
策
強
化
で
宮
城
県
名
取
市
閖
上
で
、

平
成
23
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震
災
で

息
子
を
失
っ
た
体
験
者
閖
上
中
学
校
遺

族
会
代
表
丹
野
祐
子
氏
を
招
い
て
11
月

７
日
（
土
）
10
時
～
12
時
尼
寺
休
憩
所

で
内
野
市
長
と
危
機
管
理
課
支
援
の
も

と
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
野
市
長
か
ら
名
取
市
に
は
縁
が
あ

り
市
の
消
防
車
を
寄
贈
と
人
員
支
援
を

行
っ
た
事
と
当
市
に
は
津
波
は
来
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し
て
も

水
と
食
料
・
公
用
車
用
ガ
ソ
リ
ン
が
用

意
し
て
あ
り
ま
す
が
困
る
事
は
道
路
の

寸
断
や
塞
が
れ
た
場
合
は
救
護
活
動
が

出
来
な
い
こ
と
と
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
話
し
が
あ
っ
た
。

　

次
に
息
子
を
亡
く
し
た
丹
野
氏
か
ら

当
日
地
面
が
上
下
左
右
に
地
球
が
割
れ

る
と
思
う
位
に
揺
れ
、
大
地
震
が
発
生

１
、
２
分
後
揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
こ
こ

は
海
岸
か
ら
２
㎞
あ
る
か
ら
津
波
な
ど

１
度
も
こ
な
く
思
っ
て
も
一
応
長
女
、

息
子
（
中
一
）
公
太
と
指
定
避
難
所
閖

上
公
民
館
グ
ラ
ン
ド
に
い
た
。
40
～
50

分
後
突
然
、
東
の
方
角
か
ら
真
黒
な
津

波
が
押
し
寄
せ
た
。
長
女
と
一
緒
に
公

民
館
２
階
に
駆
け
上
が
り
、
離
れ
た
場

所
で
友
人
と
公
太
が
ボ
ー
ル
遊
び
を
し

て
い
た
の
で
大
声
で
、
公
太
、
公
太
と

叫
び
続
け
た
が
真
黒
な
海
水
は
ど
ん
ど

ん
高
く
な
り
、
そ
の
光
景
は
夢
か
現
実

か
恐
怖
で
も
う
声
も
出
ず
固
唾
を
呑
む

ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
公
太
は
そ
の

ま
ま
行
方
が
わ
か
ら
ず
２
週
間
後
に
瓦

礫
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
体
験
談
に
89
名
の
方
々
が
涙
し
て

聞
き
感
動
し
た
。
今
後
ど
ん
な
災
害
も

こ
こ
な
ら
安
全
、
平
気
と
思
っ
て
も
予

期
し
な
い
被
害
が
発
生
す
る
と
云
う
事

を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

被
災
体
験
者

被
災
体
験
者（
３
・

（
３
・
1111
））
講
演
会
開
催

講
演
会
開
催

国
分
北
二
丁
目
自
治
会
会
長

国
分
北
二
丁
目
自
治
会
会
長　　

深
澤　

春
美

深
澤　

春
美

　

９
月
27
日
海
老
名
市
最
後
に
残
る
自

治
会
対
抗
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
柏
ケ
谷
小
学
校
通
学
生
徒
を
持
つ

東
柏
ケ
谷
四
丁
目
、
五
丁
目
、
ル
ア
ン

ジ
ュ
、
六
丁
目
の
４
自
治
会
。

　

今
年
で
39
年
の
歴
史
を
持
つ
運
動
会
、

雨
の
予
報
を
覆
し
て
約
６
０
０
名
の
未

就
学
児
か
ら
長
寿
会
の
皆
さ
ん
が
色
々

な
競
技
に
参
加
、
海
老
名
市
長
杯
、
議

長
盾
争
奪
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
東
柏
ケ
谷
小
学
校
校
庭
、
１

か
月
間
の
準
備
期
間
に
青
健
連
の
メ
ン

バ
ー
を
含
め
自
治
会
選
抜
の
役
員
約

１
２
０
名
が
賞
品
、
会
場
用
具
、
競
技

進
行
、
審
判
、
記
録
等
の
各
部
門
に
分

か
れ
て
担
当
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
な

が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
は
校
長
先
生
を
は
じ
め

15
人
の
先
生
方
が
参
加
、
障
害
物
、
パ

ン
食
い
競
争
な
ど
、
多
く
の
競
技
に 

子
ど
も
た
ち
と
共
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
は
12
種
目
、
う
ち
自
治
会

対
抗
種
目
は
５
種
目
で
お
玉
リ
レ
ー
、

玉
入
れ
、
綱
引
き
、
長
縄
跳
び
、 

子

ど
も
対
抗
リ
レ
ー
の
総
計
点
数
で
優
勝

が
決
ま
る
の
で
す
。
み
ん
な
大
き
な
声

援
を
送
り
、
勝
っ
た
時
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
、

皆
の
笑
顔
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り

ま
し
た
。

　

各
自
治
会
工
夫
の
昼
食
、
な
か
な
か

会
話
の
で
き
な
い
近
隣
の
方
々
の
中
で

話
が
広
が
り
ま
す
。
わ
が
自
治
会
も
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
年
々
希
薄
に
な
る

近
所
付
き
合
い
、
こ
の
歴
史
を
持
つ
運

動
会
が
地
域
を
繋
ぐ
役
割
を
ど
れ
だ
け

果
た
し
て
い
る
か
？

　

〝
継
続
こ
そ
力
な
り
〟
と
昔
か
ら
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
持
続
を

次
の
時
代
に
継
承
し
て
い
く
か
？　

皆

で
考
え
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
運
動
会
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
四
丁
目
３
１
０
点
、
五
丁
目

３
４
０
点
、
六
丁
目
２
２
０
点
、
ル
ア

ン
ジ
ュ
２
４
０
点
、
30
点
差
で
五
丁
目

自
治
会
が
２
連
覇
し
ま
し
た
。
来
年

は
？

楽
し
か
っ
た

楽
し
か
っ
た
3939
回
目
の
地
域
運
動
会

回
目
の
地
域
運
動
会
!!!!

東
柏
ケ
谷
五
丁
目
自
治
会
会
長

東
柏
ケ
谷
五
丁
目
自
治
会
会
長　　

柳
下　

泰
介

柳
下　

泰
介

　

平
成
27
年
10
月
28
日
に
「
災
害
時
等

に
お
け
る
共
同
住
宅
の
地
域
連
携
・
共

助
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
い
た
し
ま

し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
木
造
住
宅
に
比

べ
て
強
固
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地

震
災
害
発
生
時
等
に
お
い
て
、
倒
壊
の

危
険
性
は
低
い
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
や
地
域
住
民
等
の
安
全
を
確
保
す
る

場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
海
老
名
市
は
市
内
の
学
校
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
避
難
場
所

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
以
降
に
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
世

帯
が
集
ま
る
集
合
住
宅
の
居
住
者
を
収

容
す
る
と
、
全
て
の
避
難
者
を
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
々
が
避
難
で
き
、

安
全
確
保
を
行
う
た
め
に
も
、
今
回
の

協
定
締
結
は
有
効
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

併
せ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
を

避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

備
蓄
倉
庫
を
各
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会
に

設
置
い
た
し
ま
す
。
こ
の
協
定
の
締
結

に
よ
り
、
円
滑
な
災
害
対
応
が
可
能
に

な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
等
に
於
け
る　

災
害
時
等
に
於
け
る　

共
同
住
宅
の
地
域
連
携

共
同
住
宅
の
地
域
連
携

　

東
柏
ケ
谷
一
丁
目
自
治
会
会
長

　

東
柏
ケ
谷
一
丁
目
自
治
会
会
長

　
　
　
　

髙
橋　

経
一

　
　
　
　

髙
橋　

経
一

＜協定締結＞＜協定締結＞
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子どもらに
　自ら気づく喜びを大切にしたい。

　「あっ、そうか！」と

海老名市上今泉1-22-56

社会福祉法人慶泉会強くやさしく「生きる力」を…

ht tp://www.sakurai. ac. pj /
海老名市上今泉1-8-34
h t tp://www.keisen-ed.jp /

046-235-8150TEL海老名市上今泉1-1 4-33

学校法人　慶泉学園学校法人　慶泉学園

046-232-2525TEL
046-232-2526FAX

046-233-1835TEL
046-233-8008FAX

　▲万引き防止キャンペーン　11月21日 　▲交通安全キャンペーン　12月11日

　▲共同住宅地域連携協定　10月28日 　▲市民まつりで加入促進　７月26日

　▲（左より）海老名市／山本会長・座間市／堀川会長
　　　　　　　綾瀬市／矢部会長　　自治連情報交換会
　　　　　　　１月19日 　▲研修会（個人情報）　10月９日

　▲海老名市、白石市、登別市の三市自治連協定　11月７日▲防災ラジオ貸与　12月

海老名市自治会連絡協議会

（自治連）を構成する自治会長

（各ブロック別） （Ｈ27.4.17撮影）（敬称略）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（中央・国分・ルネ・望地・勝瀬）

（大谷・みずほ・浜田・国分寺台）

（中新田・えびな団地・さつき町・河原口・上郷・下今）

（上今・柏ケ谷・クラルテ・東建・東柏ケ谷・ルアンジュ）

（中河内・中野・社家・今里・上河内・杉久保・
　　　　　　　　サンパルク・本郷・門沢橋）

松尾
国分南一

坂本
東建

髙橋
東柏一

澁谷
東柏二

高木
東柏三

鈴木
東柏四

柳下
東柏五

小山内
ルアンジュ

足立
東柏六

中山
国分南二

越智
河原口二

和知
国分南三

高山
国分寺台三

嶋﨑
河原口三

羽生
国分南四

中平
国分寺台四

加藤
上郷

宗形
望地

岡村
国分寺台五

木島
下今泉

吉澤
勝瀬

松嶋
国分寺台

守屋
スカイハイツ

大塚
杉久保北部

古川
杉久保南部

矢野
サンバルク

鴨志田
本郷

青木
門沢橋

（欠）大森
中央一

牛尾
中央二

田崎
大谷

木下
中新田第一

杉本
中新田第二

飯沼
さつき町

萩原好三
さつき住宅

賴住
河原口一

田邉
上今泉一

大谷
中河内

橋本
中央三

加藤
みずほ

宮下
上今泉二

平本
中野

中島
国分北一北

市橋
浜田

岩切
上今泉三

坂巻
社家

深澤
国分北二

栗山
上今泉四

半谷
今里

福山
国分北三

若林
上今泉五

藍澤
国分杉本

萩原 博
上今泉六

竹内
上河内

中谷
えびな団地

大貫
柏ヶ谷

白井
クラルテ

山本
ルネ

田畠
国分北一南

PHOTOで見る今年度PHOTOで見る今年度
平成

27
年度

活動報告
（ピックアップ）
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自家製麺やぶ久
美味しい新潟の地酒を取り揃えております。

住　所/海老名市国分北２-14-22

定休日/木曜日
営業時間/昼11:00～15:00 夜17:00～21:00

046-231-7811

駐車場  有  ５台

地域の消防

防災活動を

応援しています

防災資機材等の御用命は‥

(株)今井防災商事
海老名市中新田

TEL231-3850
2-10-16

〒243-0427
　神奈川県海老名市杉久保南４-18－１

＜営業時間＞AM8:00 ～ PM8:00　＜定休日＞日曜
046-238-3878☎

生生
活活
支支
援援

互互助助
（（家家族族力力））

　互互助助
　　（（地地域域力力））

いつまでも 住み続ける地域

自
助

高　齢　者

納得

納得

共助 公助

公助
共助

安心

もう一
息

予予
防防

住住
まま

いい

介介
　　　　護護

医医
療療

　▲練習風景

　

さ
つ
き
住
宅
は
、
国
分
寺
台
に
次
ぐ

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
で
す
。
昨

年
「
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
の
活
動

模
索
」
と
題
し
て
、
自
治
連
だ
よ
り
に

投
稿
さ
れ
た
自
治
会
長
が
居
ら
れ
ま
し

た
が
、
さ
つ
き
住
宅
も
正
に
こ
の
と
お

り
で
す
。
結
論
で
「
や
は
り
地
道
な
自

治
会
活
動
を
継
続
し
て
い
く
し
か
方
法

は
無
さ
そ
う
で
す
」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
さ
つ
き
住
宅
も
継
続
し
か

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
加
入
率
は
お
陰
様
で
98
％
と

高
く
、
退
会
し
た
い
人
が
出
た
場
合
は

直
ぐ
に
伺
い
、
話
を
聞
き
説
得
を
し
て

お
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
も
今
の
と
こ
ろ
、

夏
祭
り
、
敬
老
親
睦
会
、
防
災
訓
練
２

回
、
芋
煮
会
、
新
春
餅
つ
き
大
会
、
新

入
生
を
祝
う
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
役
員
、
管
理
組
合
役
員
の
高
齢

化
と
、
成
り
手
の
減
少
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
参
加
者
の
減
少
、
一
人
暮
ら

し
、
65
歳
以
上
の
方
の
増
加
と
、
さ
つ

き
住
宅
も
問
題
点
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
状
況
の
中
、
も
し
災
害
が

起
き
た
な
ら
ば
と
想
像
す
る
だ
け
で

も
恐
ろ
し
い
状
況
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

す
。
し
か
し
、
最
善
は
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
つ
き
住
宅
の
避
難

先
は
ビ
ナ
レ
ッ
ジ
で
す
。
目
の
前
に
あ

り
ま
す
の
で
、
避
難
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ビ

ナ
レ
ッ
ジ
の
収
容
人
数
は
５
９
７
名
で

す
。
さ
つ
き
住
宅
の
世
帯
数
は
２
１
４

世
帯
６
０
０
名
ほ
ど
で
す
。
さ
つ
き
住

宅
だ
け
で
満
杯
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

さ
つ
き
住
宅
は
倒
壊
し
な
い
も
の
と
考

え
、
ま
ず
自
宅
で
の
被
災
者
の
救
出
を

し
、
そ
の
後
に
自
宅
避
難
を
す
る
べ
く
、

部
屋
の
片
づ
け
を
し
て
自
宅
避
難
を
し

て
頂
き
ま
す
。
そ
の
為
の
「
災
害
救
出

隊
組
織
」
を
今
作
っ
て
お
り
ま
す
。
言

葉
で
書
き
ま
す
と
簡
単
で
す
が
、
実
際

は
大
変
難
し
い
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

火
災
、
水
漏
れ
、
家
具
等
の
倒
壊
等
困

難
な
事
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
つ
き
住
宅
に
は
「
お
た
す
け
隊
」

と
言
う
組
織
が
有
り
、
家
具
等
の
転
倒

防
止
が
出
来
ま
す
の
で
事
あ
る
ご
と
に

Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
便
り

が
届
く
こ
ろ
に
は
組
織
が
出
来
上
が
っ

て
い
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
「
海
老
名
市
住
宅
医
療
介
護

連
携　

さ
つ
き
町
モ
デ
ル
事
業
」
で
す

が
、
９
月
24
日
で
早
１
年
が
経
ち
２
年

目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
説

明
が
有
り
、
我
が
国
は
団
塊
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
高
齢
者
が
住
み
続
け
て
い
く
た
め

に
は
何
が
必
要
か
」
を
、
モ
デ
ル
事
業

の
目
的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
は
９
月
24
日
の
開
所
式
に

始
ま
り
人
口
構
成
、
実
態
調
査
、
事
業

計
画
、
モ
デ
ル
月
報
、
井
戸
端
会
議
、

医
療
講
演
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
講
座
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

28
年
度
は
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人

に
、
10
世
帯
の
見
守
り
を
し
て
い
た
だ

き
素
早
い
対
応
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
２
人
位
に
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
講
座
等
で
知
識

を
持
っ
て
も
ら
い
見
守
り
を
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
つ
き
町
の
人
口
１
９
４
０
人
、
高

齢
化
率
38
・
24
％
の
地
域
で
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
ふ
れ
あ
い
支
え
あ
い
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
の
実
現
を
基
本
理
念
と
し
て
、
高
齢

者
の
健
康
相
談
、
看
護
相
談
、
介
護
相

談
事
業
の
継
続
と
見
守
り
事
業
を
28
年

度
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
へ
の
様
々
な
対
応

高
齢
化
へ
の
様
々
な
対
応

さ
つ
き
住
宅
自
治
会
会
長

さ
つ
き
住
宅
自
治
会
会
長　　

萩
原　

好
三

萩
原　

好
三

　

神
奈
川
県
立
中
央
農
業
高
等
学
校
は
、

明
治
39
年
愛
甲
郡
立
農
業
補
習
学
校
と

し
て
設
立
。
昭
和
27
年
高
座
郡
海
老
名

町
中
新
田
に
校
舎
を
新
築
。
昭
和
40
年

神
奈
川
県
立
中
央
農
業
高
等
学
校
を
開

設
。
海
老
名
市
に
は
３
校
の
高
校
が
あ

り
ま
す
が
１
番
古
く
最
も
敷
地
が
広
い

学
校
で
す
。
中
央
農
高
は
農
業
教
育
か

ら
生
命
を
は
ぐ
く
む
［
心
］
と
［
実
践

力
］
を
育
成
す
る
、
命
を
は
ぐ
く
む
学

校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

県
立
中
央
農
業
高
等
学
校
和
太
鼓
部

は
今
か
ら
23
年
前
の
平
成
５
年
に
創
部
。

取
材
に
あ
た
り
、
和
太
鼓
部
の
創
部
に

貢
献
さ
れ
た
嘱
託
顧
問
の
礒
川
彰
先
生

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

創
部
の
き
っ
か
け
は
、
鬼
太
鼓
座

（
お
ん
で
こ
ざ
）
の
演
奏
を
み
て
、
こ

の
学
校
で
和
太
鼓
を
始
め
た
い
と
、
ま

ず
、
相
州
海
老
名
東
柏
太
鼓
に
弟
子
入

り
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

最
初
は
同
好
会
で
部
員
は
４
・
５
名

で
の
ち
に
部
に
昇
格
し
ま
し
た
が
、
機

材
は
太
鼓
１
個
で
、
市
か
ら
２
個
借
り
、

ま
た
、
東
柏
太
鼓
よ
り
借
り
て
運
営
方

法
等
を
学
ん
だ
。

　

演
奏
曲
も
最
初
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が

な
く
東
柏
太
鼓
か
ら
借
り
て
き
た
曲
で

演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
作
曲
や
ア
レ
ン
ジ
、
振
り

付
け
等
は
す
べ
て
生
徒
が
行
っ
て
い
る
。

　

和
太
鼓
部
の
曲
は
創
作
太
鼓
で
音
符

は
な
く
、
口
伝
（
く
で
ん
）
と
言
っ
て
、

先
輩
か
ら
後
輩
に
言
葉
で
伝
え
る
。

　

持
ち
曲
も
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
曲

を
こ
の
方
が
良
い
と
、
太
鼓
を
た
た
き

な
が
ら
編
曲
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
さ

に
、
創
作
太
鼓
と
言
え
る
所
以
で
あ
る
。

　

和
太
鼓
部
は
、
日
本
財
団
日
本
太
鼓

連
盟
傘
下
の
神
奈
川
県
太
鼓
連
盟
に
所

属
し
て
い
る
。

　

現
在
の
部
員
数
は
女
子
17
名
、
男
子

６
名
の
23
名
で
す
。

　

活
動
状
況
は
、
27
年
８
月
の
高
校
の

県
大
会
で
優
良
賞
。
27
年
８
月
海
老
名

文
化
会
館
で
の
関
東
地
区
高
等
学
校
和

太
鼓
選
手
権
に
於
い
て
、
銅
賞
を
獲
得

し
た
。

　

出
演
依
頼
が
来
る
と
、
可
能
な
限
り

引
き
受
け
て
い
て
、
中
新
田
諏
訪
神
社
、

中
新
田
盆
踊
り
、
え
び
な
市
民
ま
つ
り
、

海
老
名
さ
つ
き
祭
り
等
、
年
30
回
以
上

の
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

色
々
な
場
に
出
る
こ
と
で
人
の
輪
が

広
が
り
、
生
徒
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に

な
る
。

　

練
習
風
景

　

練
習
風
景
を
拝
見
し
ま
し
た
。
和
太

鼓
部
は
文
化
部
に
所
属
し
て
い
る
の
で

す
が
、
動
き
の
激
し
さ
と
速
さ
か
ら
運

動
部
系
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
体
力
勝
負
で
す
。
文
化
祭
で

は
１
時
間
連
続
で
演
奏
す
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
太
鼓
を
叩
く
だ
け
で
な
く

チ
ャ
ッ
パ
と
い
う
皿
状
の
楽
器
を
打
ち

鳴
ら
し
て
飛
び
回
る
曲
も
あ
り
、
ま
さ

に
若
さ
の
な
せ
る
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

和
太
鼓
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
い
つ
も
明
る

く
笑
顔
で
演
奏
。
全
員
の
息
が
合
っ
て

演
奏
で
き
た
と
き
は
最
高
。
み
ん
な
の

演
奏
に
気
合
が
入
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
し
自
分
の
演
奏
に
も
熱
が
は
い
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
演
奏
を
こ
れ
か
ら
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
も

一
度
中
農
太
鼓
を
聞
い
て
み
て
は
…
。

　

新
し
い
部
長
は
草
間
七
海
さ
ん
で
す
。

我
が
ま
ち
自
慢　

県
立
中
央
農
校

我
が
ま
ち
自
慢　

県
立
中
央
農
校

中
新
田
第
一
自
治
会
会
長

中
新
田
第
一
自
治
会
会
長　　

木
下　

雅
實

木
下　

雅
實
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　▲北高齢施設　正面玄関

　▲施設職員による研修風景

　

今
年
度
の
自
治
連
の
春
夏
研
修
は
、

平
成
27
年
７
月
１
日
（
水
）
に
、
『
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
地
域
に
お
け
る
高

齢
介
護
の
実
情
を
学
び
、
地
域
で
の
支

援
体
制
作
り
を
考
え
る
機
会
と
す
る
』

を
テ
ー
マ
と
し
、
市
内
の
高
齢
者
施
設
、

え
び
な
北
高
齢
者
施
設
（
上
今
泉
）
で

の
施
設
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

え
び
な
北
高
齢
者
施
設
は
、
全
室
個

室
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
長
期
入
所

型
、
定
員
50
名
と
短
期
入
所
型
、
定
員

30
名
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
、
さ
ら
に
、

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
定
員
40

名
を
併
設
し
て
い
る
大
型
施
設
で
す
。

　

施
設
に
到
着
後
、
参
加
者
は
、
20
名

１
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
施
設
職
員
の

案
内
に
よ
る
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
フ
ロ
ア
ー
と
も
、
10
人
を
生
活
・

介
護
単
位
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法

は
、
よ
り
家
庭
に
近
い
住
環
境
を
提
供

す
る
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
は
と
て
も
き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
械
浴
を
見
学
し
、
福
祉
機

器
の
体
験
に
よ
り
、
福
祉
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
議
室
に
移
動
し
、
施
設

職
員
の
方
か
ら
①
法
人
施
設
概
要
②
地

域
貢
献
活
動
③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
作
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

①
当
該
法
人
は
高
齢
者
事
業
の
み
な

ら
ず
、
児
童
福
祉
施
設
も
運
営
し

て
お
り
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
心
掛
け
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

②
地
域
貢
献
活
動
は
高
齢
者
に
限
定

せ
ず
、
地
域
で
生
活
を
し
て
い
る

住
民
全
て
を
対
象
と
し
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
中
で
生
活
し
づ
ら
い

人
や
、
今
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
々
に
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る

よ
う
に
援
助
し
て
い
く
取
り
組
み

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
援
助
対

象
者
の
社
会
生
活
を
支
援
す
る
こ

と
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
て

い
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

　

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
作
り
と

は
、
市
内
６
ヶ
所
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
個
別
事
例

の
検
討
を
通
じ
て
、
他
職
種
（
自

治
体
職
員
・
民
生
児
童
委
員
・
医

師
・
看
護
士
・
介
護
従
事
者
等
）

協
働
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

を
行
う
と
と
も
に
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

具
体
例
と
し
て
、
海
老
名
北
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
地
域
ケ
ア
会
議

は
、
上
今
泉
地
区
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
開
催
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
自
治
会
長
（
班
長
）
、
民
生

児
童
委
員
、
ゆ
め
ク
ラ
ブ
会
長
、
白
秦

会
、
地
区
社
協
関
係
者
等
が
出
席
し
、

地
域
住
民
の
情
報
共
有
を
し
、
そ
こ
で

見
守
り
が
必
要
な
人
を
把
握
し
、
見
守

り
支
援
体
制
を
地
域
の
人
々
と
検
討
し

協
力
体
制
を
構
築
し
始
め
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

今
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
間

の
ケ
ア
会
議
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
レ

ベ
ル
の
会
議
も
検
討
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
充
実
す

る
に
は
、
地
域
の
状
況
を
理
解
し
て
い

る
自
治
会
長
の
役
割
は
な
お
一

層
の
こ
と
重
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
え
び
な
北
高
齢
者

施
設
の
利
用
者
が
召
し
上
が
っ

て
い
る
昼
食
の
提
供
が
あ
り
、

食
事
の
量
や
味
付
け
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
も
よ
く
、
色
合
い
も
鮮

や
か
で
、
と
て
も
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
高
齢
者
施

設
の
見
学
で
し
た
が
、
施
設
内

の
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢

者
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
住
民

が
そ
の
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
を
支

え
る
自
治
会
の
役
割
が
今
後
も

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
日
、
様
々
な
場
面
・
機
会
に
個
人

情
報
云
々
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
例
え

ば
、
自
治
会
活
動
の
中
で
登
下
校
の
際

の
児
童
の
見
守
り
を
実
施
し
よ
う
と
し

て
も
地
域
の
ど
こ
に
何
年
生
の
何
と
い

う
名
前
の
こ
ど
も
が
い
る
の
か
が
全
く

分
か
ら
ず
、
知
ろ
う
と
し
て
も
個
人
情

報
保
護
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
苦
労
す
る
。

或
い
は
、
災
害
時
の
救
助
計
画
を
立
て

よ
う
に
も
予
め
行
政
に
届
け
出
が
あ
る

方
以
外
の
情
報
が
乏
し
く
、
加
え
て
近

所
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
も
増
す
中
で
実

効
的
な
手
段
が
な
か
な
か
取
れ
な
い

等
々
が
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
田
園
調
布
学
園
大
学
教
授

村
井
祐
一
氏
の
講
演
会
に
参
加
し
て
個

人
情
報
で
あ
れ
ば
何
で
も
「
保
護
」
だ

と
誤
解
し
、
法
の
定
め
以
上
に
個
人
情

報
の
提
供
を
控
え
て
し
ま
う
、
所
詮
過

剰
反
応
こ
そ
が
地
域
活
動
の
足
か
せ
と

な
っ
て
い
る
現
実
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
し
て
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
一

律
保
護
で
は
な
く
活
用
し
て
こ
そ
、
そ

の
個
人
の
権
利
を
守
り
安
否
確
認
等
に

生
か
す
も
の
だ
と
の
思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。
こ
の
正
し
い
認
識
を
自
治
会
、

民
生
委
員
の
み
な
ら
ず
広
く
行
政
、
学

校
等
に
も
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
災
害

時
の
救
助
計
画
や
児
童
の
見
守
り
活
動

等
が
今
以
上
に
具
体
的
に
進
め
ら
れ
る

た
め
に
な
っ
た〝
個
人
情
報

た
め
に
な
っ
た〝
個
人
情
報
〟〟研
修
会

研
修
会

国
分
北
三
丁
目
自
治
会
会
長

国
分
北
三
丁
目
自
治
会
会
長　　

福
山　

真
知
惠

福
山　

真
知
惠

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
加
入
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

「
身
近
な
つ
な
が
り
」
を
作
っ
て
行
く

為
に
も
正
し
い
「
個
人
情
報
」
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

介
護
の
施
設
現
場
研
修

介
護
の
施
設
現
場
研
修

　
　
　
　

地
域
と
の
か
か
わ
り
支
え
あ
い
を
学
ぶ

　
　
　
　

地
域
と
の
か
か
わ
り
支
え
あ
い
を
学
ぶ

事
務
局

事
務
局　　

遠
藤　

紀
子　

遠
藤　

紀
子　
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高齢者の介護と暮らしを応援します

ご相談は

社会福祉法人 中 心 会
中心荘第一・第二老人ホーム
えびな南高齢者施設

えびな北高齢者施設

上今泉4－7 －1

上今泉4－8－28
杉久保南3－31－6

海老名北地域包括支援センター

海老名南地域包括支援センター

231－6061
238－7691

もしもの…の時
ご心配から安心へ

真心込めてお手伝い

・葬儀
・法要
・お墓清掃

総合葬祭フジタ企画
神奈川県海老名市大谷北2-9-27

もしもの…の時
ご心配から安心へ

真心込めてお手伝い

・葬儀
・法要
・お墓清掃

総合葬祭フジタ企画

携帯 090-7940-1660
神奈川県海老名市大谷北2-9-27
携帯 090-7940-1660

お気軽に
ご相談ください
お気軽に
ご相談ください

　

海
老
名
署
か
ら
平
成
27
年
の
犯
罪
認

知
件
数
（
暫
定
値
）
が
発
表
さ
れ
た
。

（
別
表
参
照
）

　

残
念
な
が
ら
昨
年
の
件
数
（
１
０
５

５
件
）
を
若
干
上
回
る
１
０
７
６
件

（
対
前
年
＋
21
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
年
間
１
０
０
０
件
を
切
る

と
の
目
標
の
も
と
、
犯
罪
防
止
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
所
期

の
目
標
達
成
に
は
至
ら
ず
、
前
年
の
件

数
を
も
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
は
、
罪
種
別
に
は
平
成
26

年
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
増
加
（
＋
20
件
）
が

目
に
見
え
た
形
で
増
加
し
て
い
る
の
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
防
犯
対
策
と
し
て
、
署
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
地
域
で

の
防
犯
講
話
・
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
々
、
例
年
通
り
活
動
を
積
極
的
に
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
主
要
地
点

に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で
犯
罪

抑
止
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
は
今
後
も
間
断
な
く
続
け
、
更
に

強
化
し
進
化
さ
せ
な
が
ら
、
犯
罪
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
後
半
西
口

に
新
し
い
商
業
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
型
商
業
施
設
の
誕
生
は
、

人
の
流
れ

や
他
市
か

ら
の
人
口

流
入
等
で

新
し
い
犯

罪
の
増
加

も
懸
念
さ

れ
実
際
に

発
生
し
て

い
ま
す
。

　

署
員
は

勿
論
で
す
が
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
皆
さ
ん
を
も
含
め
て
全
市
的
な
抑

止
・
防
止
活
動
を
展
開
し
、
本
年
は
念

願
の
１
０
０
０
件
を
切
る
目
標
を
是
非

ク
リ
ア
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
に
比
し
、
増
減
し
た
犯
罪
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

★
前
年
に
比
し
減
少
し
た
主
な
犯
罪

　
　

・
車
上
狙
い　
　
　

▲
17
件

　
　

・
自
販
機　
　
　
　

▲
10
件

　
　

・
空
巣　
　
　
　
　

▲
５
件

　
　

・
凶
悪
犯　
　
　
　

▲
３
件

　
　

・
ひ
っ
た
く
り　
　

▲
３
件

★
増
加
し
た
犯
罪

　
　

・
オ
ー
ト
バ
イ
盗　
　

20
件

　
　

・
万
引
き　
　
　
　
　

９
件

　
　

・
知
能
犯　
　
　
　
　

５
件

　
　

・
部
品
盗　
　
　
　
　

４
件

　
　

・
風
俗
犯　
　
　
　
　

３
件

表
示
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
の
件
数
を
大
き
く
引
き
上
げ
て
い

ま
し
た
自
転
車
盗
に
つ
い
て
は
昨
年
件

数
と
同
数
の
２
８
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
２
ロ
ッ
ク
の
習
慣
化
を
図
り
減
少

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

海
老
名
署
か
ら
は
、
犯
罪
を
罪
種
別

に
更
に
分
析
を
加
え
な
が
ら
犯
罪
防
止

に
努
め
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
構

築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た
。
（
取
材　

栗
山
）

Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 前年比
窃盗犯 1,257 1,446 1,096 1,030 890 844 858 14
粗暴犯 85 88 95 60 66 60 62 2
その他 308 275 185 196 208 151 156 5
合　計 1,650 1,809 1,376 1,286 1,164 1,055 1,076 21

前
年
件
数
を
若
干
上
回
る

前
年
件
数
を
若
干
上
回
る

　
　
　
　
　
　

昨
年
１
０
７
６
件
（
対
前
年
＋
21
件
）

防　犯
だより

■海老名市の刑法犯発生状況

■地域別窃盗犯認知件数
地　　区 Ｈ27 Ｈ26 増減 地　　区 Ｈ27 Ｈ26 増減

柏 ヶ 谷 28 33 －5 河 原 口四丁目 6 4 2
東柏ケ谷一丁目 6 6 0 河 原 口五丁目 2 3 －1
東柏ケ谷二丁目 21 29 －8 大 谷 1 4 －3
東柏ケ谷三丁目 32 31 1 大 谷 北一丁目 9 4 5
東柏ケ谷四丁目 13 11 2 大 谷 北二丁目 2 6 －4
東柏ケ谷五丁目 7 11 －4 大 谷 北三丁目 6 3 3
東柏ケ谷六丁目 6 7 －1 大 谷北四丁目 3 4 －1
上 今 泉 2 1 1 大 谷 南一丁目 1 0 1
上 今 泉一丁目 8 3 5 大 谷 南二丁目 2 2 0
上 今 泉二丁目 7 9 －2 大 谷南三丁目 8 4 4
上 今 泉三丁目 16 9 7 大 谷 南四丁目 3 5 －2
上 今泉四丁目 7 2 5 大 谷 南五丁目 15 13 2
上 今 泉五丁目 9 6 3 国分寺台一丁目 3 4 －1
上 今泉六丁目 6 6 0 国分寺台二丁目 2 4 －2
上 郷 24 23 1 国分寺台三丁目 3 3 0
上 郷 一 丁 目 8 10 －2 国分寺台四丁目 2 2 0
上 郷 二 丁 目 0 0 0 国分寺台五丁目 3 1 2
上 郷 三 丁 目 6 4 2 浜 田 町 3 1 2
上 郷 四 丁 目 1 2 －1 杉 久 保 0 1 －1
扇 町 16 16 杉久保北一丁目 2 0 2
下 今 泉 4 0 4 杉久保北二丁目 6 1 5
下 今 泉一丁目 4 7 －3 杉久保北三丁目 2 3 －1
下 今泉二丁目 6 5 1 杉久保北四丁目 8 4 4
下 今 泉三丁目 1 5 －4 杉久保北五丁目 3 3 0
下 今 泉四丁目 2 2 0 杉久保南一丁目 2 5 －3
下 今泉五丁目 6 3 3 杉久保南二丁目 2 4 －2
中 央 一 丁 目 68 73 －5 杉久保南三丁目 1 4 －3
中 央 二 丁 目 104 108 －4 杉久保南四丁目 0 1 －1
中 央 三 丁 目 52 53 －1 杉久保南五丁目 2 2 0
国 分 南一丁目 6 6 0 中 河 内 1 5 －4
国 分南二丁目 4 3 1 上 河 内 4 7 －3
国 分南三丁目 3 3 0 本 郷 39 38 1
国 分 南四丁目 5 2 3 社 家 34 53 －19
国 分 北一丁目 11 15 －4 今 里 0 1 －1
国 分北二丁目 10 9 1 今 里 一 丁 目 0 1 －1
国 分北三丁目 5 4 1 今 里 二 丁 目 4 2 2
国 分 北四丁目 3 3 0 今 里 三 丁 目 3 2 1
望 地 一 丁 目 1 0 1 中 野 0 0 0
望 地 二 丁 目 4 3 1 中 野 一 丁 目 1 4 －3
勝 瀬 0 3 －3 中 野 二 丁 目 3 2 1
中 新 田 5 7 －2 中 野 三 丁 目 5 2 3
中 新 田一丁目 7 6 1 門 沢 橋 0 2 －2
中 新田二丁目 19 8 11 門 沢 橋一丁目 9 7 2
中 新 田三丁目 15 6 9 門 沢 橋二丁目 15 17 －2
中 新 田四丁目 7 8 －1 門 沢橋三丁目 9 4 5
中 新 田五丁目 3 2 1 門 沢 橋四丁目 6 14 －8
さ つ き 町 5 7 －2 門 沢橋五丁目 5 4 1
河 原 口 9 9 0 門 沢 橋六丁目 4 3 1
河 原 口一丁目 6 4 2
河 原 口二丁目 12 9 3
河 原 口三丁目 4 5 －1 窃 盗犯総件数 858 844 14

出所：海老名警察署

◆
西
口
開
発
・
大
型
商
業
施
設
・
扇
町
・

図
書
館
・
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
・
選
挙
・
渋
滞

等
々
こ
の
一
年
、
海
老
名
が
〝
次
の
時
代

に
脱
皮
〟
す
る
た
め
の
課
題
を
含
ん
だ
言

葉
が
躍
っ
た
◆
自
治
連
も
広
域
連
携
（
白

石
市
・
登
別
市
）
の
民
間
締
結
、
更
に
交

流
（
座
間
市
・
綾
瀬
市
）
推
進
等
大
き
な

出
来
事
の
多
か
っ
た
一
年
で
し
た
。
◆
さ

て
、
申
年
の
本
年
は
!?
◆
足
元
を
し
っ
か

り
見
つ
め
な
が
ら
前
進
を
図
り
た
い
◆
先

ず
は
健
康
第
一
で
…　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

広報部会員広報部会員

（部 会 長）木下　雅實（中新田第１）
（副部会長）髙橋　経一（東柏ケ谷一丁目）
（オブザーバー）栗山　明郎（上今泉四丁目）
（委　　員）田畠　清昭（国分北一丁目南）
（委　　員）松尾　康博（国分南一丁目）
（委　　員）福山眞知惠（国分北三丁目）
（委　　員）中平　吉男（国分寺台四丁目）
（委　　員）田邉　壯良（上今泉一丁目）
（委　　員）若林　　弘（上今泉五丁目）
（委　　員）坂巻　民夫（社家）
（委　　員）青木　恭悦（門沢橋）
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集集  
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記記

　

「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
」
授
業
の
総
括
に
、

毎
年
、
正
月
飾
り
を
作
っ
て
い
る
。

　

縄
の
編
み
込
み
は
指
導
員
と
先
生
が
実

施
。
そ
の
他
「
扇
」
等
の
複
数
お
飾
り
の

パ
ー
ツ
か
ら
仕
上
げ
は
学
年
毎
に
分
担
・

作
成
し
、
手
紙
を
添
え
て
児
童
会
が
代
表

し
て
民
生
児
童
委
員
経
由
で
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
も
と
に
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
80
個
作
成
さ
れ
た
。
「
あ
り
が

と
う
」
と
多
く
の
高
齢
者
か
ら
感
謝
の
声

が
学
校
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

稲
作
を
通
じ
て
「
食
」
以
外
に
も
「
日

本
の
伝
統
と
心
」
を
学
び
、
地
域
の
繋

が
り
の
一
助
に

さ
れ
て
い
る
こ

の
取
り
組
み
は
、

地
域
並
び
に
海

老
名
の
宝
だ
と

思
う
。

伝
統
で
繋
げ
る

伝
統
で
繋
げ
る

　　　　　　　　　　　　「
正
月
飾
り
の
輪
」

　　　　　　　　　　　　「
正
月
飾
り
の
輪
」
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門
沢
橋
小
学
校

　　　　　　
門
沢
橋
小
学
校


